
1 まえがき

従来，Webサイトの構築・管理・運営は，知識と管

理権限を有する管理者のみによって行われてきた。しか

しながら，サイトが発展しコミュニティの規模が大きく

なるにつれ，徐々に更新作業が膨大になり，ついには管

理者の手に余ってしまう問題が生じてしまうことは珍し

くない。管理者はWebコンテンツの統合・収集・作成

から，ページ構成，配信管理という一連のワークフロー

をすべて担っているが，Webサイトとのちょっとした

修正や更新したい場合もいちいちWeb管理者を介すと

いうのはユーザにとって負担となることも多く，非効率

的である。しかも，管理者はサイトを運営する中で，コ

ンテンツが増大し，更新やリンクの張り直しに時間がか

かるようになるかもしれない。このように CMS導入前

のサイト運営においては，おのずと管理者の負担は増大

せざるを得なくなる。

本来，Webというメディアは，閲覧者にとっての速

報性やアクセシビリティを十分配慮して運営すべきであ

る。それゆえにWeb管理者は効率的で迅速な更新など

の管理・運営に取り組まなければならない。たとえ負担

を分散させるために複数の管理人を設置する場合であっ

ても，更新作業に携わる全ユーザがHTML構造を理解

するだけでは十分ではなく，更新に必要な共有 ID・パ

スワードの管理，他ユーザの作成したHTMLファイル

の把握，デザイン構造の統一といった諸問題を解決する

必要が生じる。そうなれば，ますますWebコンテンツ

の効率的な管理が難しくなる。コンテンツ掲載・公開に

際しては，管理者間での事前承認が必要であるため，や

はり更新作業フローに遅滞が生じてしまう。その上，

Web閲覧者にとって「求める情報がどこにあるか」直

感的に分かりやすいWeb accessibilityの高いWebデザ

インを実現したいならば，事前に管理人相互の統一的な

ソースコードの共通理解形成が不可欠となる。これはか

なり煩雑な作業となる。

これらの問題を回避すべく，近年Webコンテンツ管

理システム（CMS：Content Management System）が

その有効性から注目されている。CMSとは簡潔に言え

ば，Webサイトの構築・管理・運営を簡便にするしく

みである。CMSを用いたWebサイトのコンテンツは

リポジドリ（データベース）に保管され，共有・再利用

の管理を一元化して行えるようになる。コンテンツの一

元管理ができるため，Web管理者は膨張していくコン

テンツにも十分対応でき，ファイルの効率的な整理・構

造化がしやすくなる。コンテンツ作成者が複数いる場合

であっても，コンテンツ作成・公開を自動・半自動的に

管理できるため，Web管理者の承認をいちいちとる手

間が省け，管理者の負担は減り，同時並行的作業が可能

になる。加えて，デザインに統一性を持たせることも容
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Fig. 1 従来のWeb作成のワークフロー

Fig. 2 CMSを用いたWeb作成のワークフロー
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2 Wiki の特性

2．1 Availability（可用性）

2．2 Accessibility（利便性）

2．3 Readiness（即応性）

2．4 Collaboration（共同作業）

易になるのでWebアクセシビリティにも配慮できる。

本稿では，CMSの一種であるWikiの特性を活かし

たWebサイト構築と具体的な大学教育の利用方法であ

る講義資料のWeb配信の実践を報告する。

通常Webサイトを構築する際には，ページ作成ソフ

トやテキストエディタなどを使いHTMLファイルを作

成し，それを FTPでWebサーバにアップロードする

という一連の作業を要する。ネットワーク管理者ないし

コンテンツ管理者は最低限この基本作業ができなくては

ならないが，それら知識を持っていないユーザにページ

作成まで要求するとなると，それは敷居の高いものに

なってしまう。また，複数人の管理者を設置した場合，

更新作業に携わる全ユーザがHTML構造を理解するだ

けでは十分ではなく，更新に必要な共有 ID・パスワー

ドの管理，他ユーザの作成したHTMLファイルの把握，

デザイン構造の統一といった諸問題を解決する必要が生

じる。

これらの問題を解決するのに有効なWiki（CMS）の

特性を 4点挙げる。

Webサイト構築に必要な前提知識のないユーザで

あっても，簡単なWiki独自の文法のルール（整形ルー

ル）さえ理解すれば，Webページの作成・編集・追加

が可能である。それらの作業は，インターネット環境下

であれば，Webブラウザから簡単に行えるため，可用

性が高い。したがって，Wikiを用いれば，Webページ

作成に関する知識のないユーザが，HTMLを新たに勉

強することも，Web作成ソフトを使用することも必要

なくなる。

従来のように複数のコンテンツ製作者がいる場合，

各々が相互に他人の作成したHTMLコンテンツデザイ

ンの構造を理解しておくことが必要となる。なぜなら，

Webコンテンツデザインが統一されていなければ，構

造化が困難になり，製作者のみならずWebページを閲

覧する側にも混乱が生じることがあるからだ。Webコ

ンテンツ作成において，どこにどの情報があるか一目で

分かりやすいこと（構造化されていること）がWeb ac-

cessibilityを向上させる。

Wikiでは，初期設定でページデザインが統一できる

ため，ユーザはデザインを一切気にすることなく自由に

ページを編集できる。加えて，手早く相互リンクができ

る強力なナビゲーション機能があるので，構造化・階層

化が行いやすく，検索性・コンテンツの網羅性が非常に

高い。例を挙げると，テキストにハイパーリンクを貼る

際は，テキストと URLをコロンで繋げ，2つの大括弧

で括るだけでよい（［［テキスト：URL］］）。また，文字

を 2つの大括弧で括るだけで新たなページが生成され

るので既存ページから新しいページへのリンクが容易に

できる。

反応のスピードが求められる情報社会において，Web

の頻繁な最新情報の更新は良い評価に繋がる。Wikiは

ブラウズしている最中に素早く編集ページに直行し，迅

速に更新できるので即応性が高い。また，修正に遅滞が

ないばかりか，公開してから編集するというWikiなら

ではのWebコンテンツ作成スタイルが生まれ，イン

ターネット環境下であればどこからでも即応できる

Web環境を構築することが可能である。

Wikiは電子掲示板（BBS）に近いシステムである。

だが，BBSが時系列に「発言」を積み重ねるコミュニ

ケーションツールであるのに対し，Wikiはページの作

成・追加・連結・内容の編集・削除が自由なこと，基本

的に時系列の整理を行わないことから，誰もが自由に「記

事」を書き加えていく collaborationツール，ないしグ

ループウェアと呼ばれている。例えば，＃kifubbsと記

述するだけで手軽に掲示板ができるため，従来のように，

自前で別に掲示板を作成する，もしくはレンタルして掲

示板を設置する手間隙が無用になる。さらに，ページを

更新すると「最近更新したページ」のリストに登録され

他のユーザが何をしているか見ることができ，コミュニ

ティの中で，議論を喚起しやすい。掲示板にしても，更

新履歴の自動表示においても，Wiki導入の意義は明ら

かである。つまりWikiを基盤整備することにより，閲

覧者たちが共同でWebページを発展させることができ

るので，コンテンツの refactoringを促進しやすく，

knowledge baseとしても活用できる。かつてWebペー

ジを閲覧していただけのユーザ（ROM：Read Only

Member）がWiki導入後は，投稿者やWebページ編

集者に変わり得るため，Wikiは人々を collaborateさせ，

結びつけコミュニティを作るのに役立つ可能性がある。

具体的なプロジェクトでのWeb使用の例は，早稲田

大学商学部 100周年記念映像制作委員会Webページ：
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3 Webサイト構築・運用／情報教育での具体的
な活用方法

URL：http：／／sizer.zive.net／commerce／sizwiki／index.php

を参照されたい．

今回，我々は大学学部・大学院の研究室のWebサイ

ト：

URL：http：／／ns.sizer.cache.waseda.ac.jp／

構築にあたり，数ある CMSの中から特性を有するWiki

を採用した。なお，Wikiは CGIプログラムと PHPプ

ログラムが存在するが，サーバの負荷を考慮し PHPプ

ログラムを採用した。

CMSの多くがサーバに設置し動作させるものであ

り，設置以降ユーザは CMSにアクセスするだけでWeb

ページの作成・変更・削除等の諸作業を行える。つまり，

管理者がWebサーバ上に CMSを一度設置してしまえ

ば，HTMLファイルのダウンロード・作成・編集・アッ

プロードといった従来面倒だった諸作業が必要なくな

る。さらに，管理者はデザインテンプレートを予め用意

することにより，サイト全体のデザイン統一やファイル

管理が一括して行える。一方，ユーザは CMSのおかげ

でWebブラウザさえあればいつでもどこからでもコン

テンツの作成・編集が行える。編集方法は，Yes／Noの

選択式であるか，もしくは文章を書いて更新ボタンを押

すと，それだけで本日の日付で自動的に日記が作成され

るといった更新作業だけでよく，非常に簡便なWeb構

築・設計ができるのである。したがって，更新作業に携

わるユーザ全員が等しくHTMLを理解する必要がなく

なり，Web作成にそれほど慣れていないユーザであっ

てもしっかりとした体裁のページを作成することができ

るようになる。

このような利点を有する CMSを導入する際，留意す

べき点がある。それは，最初の構築時におけるルール・

アルゴリズムである。運用する過程で，大きな修正を追

加したり，新しいシステムを導入したりする必要に迫ら

れた際，初期基盤を疎かにした所為で追加できないシス

テムであったならば，いちいち全体を再構築し直さなけ

ればならなくなり，結局，管理・運用が煩雑になってし

まう。これでは CMSを導入した利点を半減させてしま

う。

また，実際に使用するに当たっては，Wikiは他の CMS

と違い誰でもページを作成・編集できるオープンな性質

を持っているのでセキュリティについて最も考慮しなけ

ればならない。講義予定や試験予告掲示などが第三者の

手によって改竄されてしまっては大変だ。そこでWiki

の機能についている閲覧認証と編集認証を用いることで

セキュリティ対策を講じる。第三者の閲覧に対しては，

研究室の内部情報ページ編集を禁止し，ページ内に置い

ている講義資料に関しては閲覧を禁止するといったユー

ザアクセス制御を行う。特に認められたユーザのみが

ページ編集と資料閲覧ができるよう，第三者と区別する

ことでページの所有権を明確にし，ページを保護する

パーミッションを設計する。Wikiはこの認証による制

限の適応範囲を任意に広げられる。つまり，コンテンツ

の操作権限の認証を全体について行うことも，グループ

もしくはセクション単位，個人ページ単位で行うことも

管理者の設定により容易である。実際の運用では，Web

ページ毎の性質に合わせ，閲覧・編集許可を与える認証

を設けることが必要になる。例えば，既存のコンテンツ

にロックをかけ，外部者にはコメント追加だけを許可す

る措置を講ずることもできる。

講義資料のWeb配信に関しては，特に認められた

ユーザのみに閲覧用パスワードを周知させ，Wikiデー

タ領域に入ることを許可し，そこから資料をダウンロー

ドしてもらう。また，一般公開部分には，編集認証をか

け認定メンバー以外が自由に編集できないよう設定し

た。

ユーザ認証の機能を付加した後，研究生たちには自己

紹介ページを作ってもらった。その際，HTMLの知識

がなくともページ作成が容易とはいえ，多少の整形ルー

ルを知っておく必要があるので「ページをどのようにす

れば作成できるか」，「どのように修正すればよいのか」

という整形ルールや，CMSならではの機能を記した

ルール・ヘルプをまとめたガイドラインページを作成し

た。このヘルプに関しては，Webサーバに新たな機能

（Plug−in）を追加導入する度に，更新するというルー

ルを管理者内で設けた。Fig. 3 Wiki で作成されたトップページ
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4 Wiki 導入の経緯／考察

4．1 Wiki 導入前のWebサイトの問題点

セキュリティに関して忘れてはならないのが，ユーザ

の履歴ログとデータのバックアップである。なぜなら万

一，破壊行為が行われたとしても，或いは，ユーザが誤っ

て更新して前データを消失したとしても，前回のバック

アップがあれば，編集の差分を復元できるからだ。Wiki

を用いると，公開コンテンツの日時指定の履歴管理が容

易にできるため，いつ誰がコンテンツに変更を加えたか

明確にできる。もちろん，指定日時の状態へのロールバッ

クも可能だ。ユーザの履歴ログやバックアップがあるこ

とは，ユーザに安心感を与えると同時に，管理者側にとっ

てはWeb運用のワークフロー管理もたやすいことを意

味するが，このように柔軟なセキュリティ管理を効率的

に行えることも CMSの特筆すべき利点である。

2002年 9月 1日に研究室Webサイトができてから，

2006年 1月 23日現在までのサイトへの総アクセス数

は 30,184件にのぼる。その内訳を見ると，Wiki導入前

は 13,720件，導入後は 16,464件となっている。ここ

で注目すべきは，アクセス数の達成スピードである。

Webサイトがスタートしてから 22ヶ月で 13,000アク

セスを達成したのだが，Wikiでリニューアルした 2004

年 7月 5日以降はたった 19ヶ月で 16,000アクセスを

達成している。アクセスが増加した要因には，年々卒業

生が増え，ページの認知度が上がっていることも挙げら

れるが，Wiki導入のおかげでWeb訪問者が積極的にコ

ミュニティに参加できるWeb環境ができたことも挙げ

られよう。

それでは，研究室Webサイトを訪問した約 3万のア

クセスは，どのページの情報を取りにきているのだろう

か。閲覧ページの内訳（Table 1）を見ると，掲示板へ

のアクセスが上位を占め，次いでゼミ生個人のページ

（Table 1で黒抜きしてある）が多い。また，講義資料

の配信ページ，ゼミ生採用情報のページへのアクセスも

見逃せない。ここまで個人のページがアクセスを集めて

いることは注目に値するが，その個人ページができるの

にWikiは欠かせないツールであった。その経緯を従来

型のWebサイトの問題点・Wikiのソリューション結果

とともに紹介する。

Wiki導入前の大学の研究室Webページは，ゼミのイ

ベント広報や掲示板による交流を目的としていた。だが，

イベント広報においても，掲示板交流においても，従来

型のWebページは悩ましい問題が散見されていた。例

えば，ゼミイベントの一つである忘年会の広報について

次に挙げる。幹事がゼミ生たちに日時・場所などの情報

を広報する際，Webページにそれらの情報を載せ，メー

リングリストで広報し，後はただ個別のメールでの出欠

回答を待つだけというのでは幹事の仕事として不十分で

ある。なぜなら，ゼミ生全員がWebページを確認し，

メールを確実に読んでくれているとは限らないからだ。

往々にして幹事はイベント直前に慌ててゼミ生たちに電

話を掛けて出欠の意思確認をする破目に陥る。他方，掲

示板での交流にも問題があった。それは，掲示板での発

言者が次第に固定されていく問題である。一般的に新参

Table 1 閲覧された頻度の高いページとアクセス数

（2006年 1月23日現在）

Fig. 4 ガイドラインページ
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4．2 Wiki 導入後のWebサイト

4．3 Wiki のソリューション

者が自由に発言することに気後れしてしまうような閉じ

た雰囲気を醸し出している掲示板は珍しくない。もちろ

ん，発言を控えようと思えば，いつまでも交流掲示板に

書き込まないという消極的な選択も可能である。これで

はWebにおける交流は滞ってしまう。このような事態

は従来のWeb運営シーンでは日常茶飯事であった。確

かに，週一回のゼミの場でしか直接会って意思確認でき

ない忙しいゼミ生を考慮すると，Webとメーリングリ

スト併用による情報掲示だけでは，受け手にとっては積

極的に情報に相対しようという魅力に欠ける。かつて

Webページは広報の労力を削減できると謳われたが，情

報の送り手側の無味乾燥な一方通行メールと受け手側の

消極的なWeb閲覧だけでは，率直に言って，ゼミ生一

人ひとりの当事者意識を育み，イベントの趣旨を皆で共

有することは難しい。

そこで，頻繁にゼミ生がWebページにアクセスし積

極的に情報を取りにくるのを促進するために，自己紹介

Webページを作成してもらうことにした。自己紹介ペー

ジはゼミ生同士の交流を深化させる補助的な役割を担

う。だが問題はページを作成するためにHTMLを代表

とするWebに関する知識が要ることだ。忙しいゼミ生

にWebページを作ることを強制させても，作成のスキ

ルを習得するまで時間がかかり過ぎる。残念ながら，

2002年度のWiki導入前は，個人自己紹介ページを作

成できたのはゼミ生の半数にも満たなかった（Table 2）。

そこでWYSIWYG（What You See Is What You

Get.；編集画面と出力画面が一緒で直感的な作業が可

能）に近い編集方法でWebページが作成できるWiki

を研究室Webサイトに導入した。Wikiを導入しようと

したのは従来型のWeb運営者であり，主たる目的は初

心者のWebページ作成の垣根を低くすること，次に

Webページ更新の負担を軽減させることであった。ま

た，大学のゼミWebサイトという性質上，ページ管理

者が頻繁に交代するので，Webページ管理・作成ノウ

ハウを引き継ぐ手間を省くためでもあった。Wikiでで

きたページは，HTMLなどWeb作成ツールの知識が不

要である。編集はテキストベースなので，ゼミ生たちに

求められるスキルはテキストエディタに文字を打ち込む

という簡単な作業である。

Wikiを導入した 2004年以来，ゼミ生は気軽に自己

紹介ページを作成できるようになり，ほぼゼミ生全員の

ページ作成を難なく達成できた。また，Wikiはオンラ

インのブラウザ上で更新できるため，複数人で共同で

Webサイトを更新していくことができるようになった。

これまで管理者が一人でサイトを構築し，情報の更新を

一手に担っていたスタイルが変化し，ゼミ生たちが個々

に更新作業ができるようになった。その結果，管理者の

負担はかなり軽減した。ただし，ページの認証機能を使

い，管理者パスワードを入れないとページを編集できな

いようにしている。こうすることでゼミ生のみにページ

の編集権限を与えることが可能だ。それに，いつ，どの

ようにページを編集したか，各ページの履歴を記録し，

編集の差分をバックアップとして保存しておく。これで

Wikiに慣れないゼミ生が，誤ってページを消去してし

まう事態にも対処することができる。このように柔軟に

状態や文脈を更新しながら残せるのがWikiのよい点

だ。

Wiki導入後，ページを作成したゼミ生から「これか

らは大学でも自宅からでもページの更新ができて便利で

すね」という反応が返ってきた。なかなか PCを立ち上

げる機会の少ないゼミ生のためには，携帯電話対応の

Wikiページも用意している。現在，イベント広報の際

には，Wikiの掲示板・投票機能により気軽にゼミ生の

意見を求められる楽しみも加わった。他にも，Wikiの

機能は色々とあり，ゼミ生の多様な要望に柔軟に対応す

るため豊富なプラグイン機能を追加することも可能であ

る。

ゼミ生にとり，とっつきにくかったWebページ作成

にWikiのおかげで積極的にかかわれるようになったこ

とで，情報を取りにくるゼミ生のアクセスが増え，情報

が古いと気がついたゼミ生が自発的に更新や広報を始め

るという自主的なゼミ運営がWeb作成と連動して円滑

に進められるようになりつつある。トップページでは最

新の更新ページのいくつかが紹介されており，まずWeb

訪問者の興味をそそるだろう。これはゼミ生内での情報

共有・周知に一役買っている。さらに，従来型のWeb

と違い，Wikiの気安さから，ゼミ生の研究の場として

もWebが利用されるようになった。具体的には，ゼミ

Table 2 Wiki 導入前後のWebページ作成人数
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4．4 Wiki サイトの課題

5 あとがき

でのプレゼンテーション資料やゼミ内部資料のWeb配

信である。各ゼミ生がプレゼン資料ファイル・内部資料

をゼミページ上にアップロードしている。もちろん，アッ

プロードに FTPを使う必要はなく，Wikiページ上の操

作で容易にファイルを添付できる。ゼミ生がWeb上に

置かれた各人のプレゼンファイルを閲覧できることは，

欠席した者にとっては復習しやすく，内容に理解が不十

分な箇所があった者にとっては，もう一度見直す学習の

キャッチアップの助けとなっている。Wikiページ上で

協働で執筆することもできるので，ゼミ生向けに議論を

喚起するページを立ち上げてもよい。従来，ファイル共

有をする際，データの受け渡しは個人宛てのメールに添

付するやりとりが普通だった。だが，これでは最新ファ

イルの更新の度にメールが行き交うことになってしま

う。そこでWebを介してファイル共有を行うことでス

ムーズに意見交換，進捗報告を行う。ファイルアップロー

ドのページではゼミ幹事がゼミ進行内容の一覧表を作

り，次の発表者の取りまとめをしているのだが，以前は

このプレゼンをするゼミ生を選定するのはゼミ指導教授

の手に委ねられていた。ゼミ内で何度プレゼンをしてい

るかは教授の手元の名簿にチェックされるだけでゼミ生

たちには開示されていなかった。今では，ゼミ生は自分

がいつ，どんな内容で何度目のプレゼンテーションをし

たかという情報をWiki上で互いに共有し可視化でき

る。そのことがゼミ生に自主性を促す要因にもなってい

る。因みに，添付されたファイルなどのWiki上のデー

タはサーバサイドのデータベースで一元管理され，一覧

とリンクがWikiの機能により自動生成されるため，網

羅性や検索性が高いことも特徴として挙げておく。プレ

ゼン資料以外にもWikiページ上の添付ファイルの中に

は写真・動画など多彩な情報が自由に配置されるように

なり，Web上でコミュニケーションの文脈に深みと幅

を与えた。Wikiにより気軽に独自の脚注つきの情報の

やりとりを残せるようになったことが，コミュニケー

ションを活性化させているようだ。

もう一つの問題点であったメンバーの固定化の問題に

ついて，残念ながら，旧来の掲示板においてはWiki導

入後も依然としてメンバーの固定化が続いている。例え

ば，ゼミ生向けの掲示板を見ると書き込み主は，ほとん

どWeb管理者やイベントの幹事であり，主たる内容は

単なる「イベント広報」である。それらの広報はメール

での伝達を補完する目的で使われている点では，以前か

ら変わらない。だが特筆すべきは，「ゼミ生同士の交流

の場」がWiki導入後は旧来の掲示板から個人紹介ペー

ジにシフトして掲示板での交流の必要性が薄れたように

見受けられることだ。あるWeb上のコミュニティに

入っていかなければならない新参者にとって，既にメン

バーの固定化した掲示板に参加して自己紹介するより

も，やはり自分のWebページを持ってそこで自己紹介

する方が心理的負担は軽いことの表れであろうか。もち

ろん，個人ページにもWikiの機能を利用して簡単に掲

示板を生成できる。実際に自分のページに掲示板を作っ

てゼミ生との交流を展開しているゼミ生のページがあ

る。掲示板においては，議論・雑談が時系列で展開でき

ることが便利である。その点がWikiのように同時並列

的にWebページが発展していくメディアとの違いであ

り，これらを複合的に生かすことで交流を深めていくこ

とが可能である。

Wiki環境においても，旧来の掲示板と同じように，更

新に積極的にかかわるメンバーが限定される傾向があ

る。それは，ページ更新をゼミ生個人の裁量に任せてい

る管理者側の責任かもしれない。だが，管理者が一律に

更新を強制すれば，「いつでもどこでも気がついたとき

に書きかけのページを更新できる」Wikiのある種の気

楽さを制限してしまう恐れがある。せっかくWikiが情

報の自主的・民主的な構築を可能にしたのに，強制する

ことで更新の自由を害してしまいかねない。ゆえにWiki

を設置後，管理者は訪問者の自由な更新をサポートする

に留めるべきである。以上の議論を踏まえると，更新メ

ンバーが固定化する問題を解決するためには，例えば，

更新のインセンティブを明確にするために，ページを更

新することがそのコミュニティに貢献しているという雰

囲気を作ることが有効かもしれない。さらに，管理者が

常に流動的で新鮮な情報をアピールする努力も必要であ

る。訪問者が新鮮な情報に頻繁に接することで，アクセ

ス間隔は短くなり，将来的に意匠をこらしたページ作成

に取り組んでくれるようになることが期待できるから

だ。Wiki環境においては，そのページに興味を持つ訪

問者は，潜在的な更新者でありえることを忘れてはなら

ない。

将来的には，情報配信に留まらず，議論・共同研究の

場としてWikiの可能性を追求していく心算である。ま

た，講義支援，学生生活支援だけでなく，knowledge base

としての利用を模索し，研究環境支援も目指す。

大学教育において，Web利用の可能性は多岐にわた

る。参考文献やリソースへのリンク整理，ファイル保管
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やファイル目録の作成，ゼミ生や教員の研究の補完や定

義情報の収集と投稿，研究の審査の仲介，と色々挙げら

れる。それらを効率よく行う CMSのサーバを立ち上げ

る大学のグループがこの先増えていくことも予想され

る。サーバはコミュニティ単位で運用できるため，管理

者の負担を分散してくれる。これは特筆すべき利点であ

ろう。そして大学に留まらず，企業でも，どんなコミュ

ニティでも，プロジェクトの計画・実行・記録・事後点

検を，CMSを用いてWeb上で効果的に行える。

近年では，Webサイト構築は決して難しいことでは

ないが，持続可能なサイト運用まで思いを巡らすならば，

やはりWebサイト構築“後”の手間隙・メンテナンス

諸作業の労力まで考慮する必要がある。更新作業者たる

複数のユーザが，いかに手軽に，素早く，きれいにWeb

ページ運用ができるか。そこまで透徹された“メタWeb

構築”が求められているのではないか。
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